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１．二学期制について 

一年間を３つの学期に分ける従来の三学期制に対して、10月中旬を一年間の区切りとして２つの学期に分ける制度のことです。 

【三学期制】 

一学期（76日） 二学期（85日） 三学期（48日） 
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※一学期：4/1～7/31，二学期：8/1～12/31，三学期：1/1～3/31 ＊深川市立学校管理規則 第29条の２第１項 

 ただし、校長は、教育上特に必要があると認めるときは、2学期とすることができる。 ＊同規則        第 29条の２第２項 

平成29年 1月改正 

【二学期制】 

前期（110日） 後期（99日） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 
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※後期の始業式は、10月第二火曜日（スポーツの日の翌日）に実施 
 

深川市の現状 
 平成 29年度から深川中学校が先行的に導入。（本年度で導入後４年目） 

市内中学校統一した学期に向け両校で検討した結果、令和3年度より一已中学校においても、二学期制を導入予定。 

また、市内小学校においても、二学期制の導入を検討し、保護者へ丁寧に説明（学校だより・保護者懇談会等）し、二校（北新小学校・

音江小学校）が令和3年度より二学期制を導入予定。 
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二学期制のメリット・デメリット 

メリット 

◇始業式・終業式が一回ずつ減るため、終業式等の儀式を実施する時間が減り、学習時間を確保できる。 

◇前期・後期という半期ごとという長期に渡って評価できる。 

◇教員と子供が向き合う時間やゆとりが確保できる。 

 ※夏・冬休み前に児童生徒の評定が不要になり、より目を配りやすくなる。 

 

デメリット 

◆評価する機会が少なくなるため、児童生徒の評定（通信簿）による状況が把握しづらい。 

◆保護者の理解が得ることが重要である。 

 

二学期制を導入する際の留意点 

○前期・後期の切り替えをスムーズに行うため、長期休業日について要検討。 

※二学期制を導入する学校が秋休みを実施するのであれば、三学期制を導入している学校と調整が必要となります。 


